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ペルー民衆文化における「チョロ」像の変遷．
佐々木直美
はじめに
近年ペルー社会の動向を表現する際「cholificaci6n：チョロ化」あるいは
｢emergenciachola：チョロの新興」ということばが研究者の間だけでなく一
般にも使われている。都市へ移住してきた農村の人々とその子孫がペルー社会
に及ぼす文化的・経済的影響の大きさが前述した二つのことばの背景にあるが，
これらのことばとその現象を理解するにはまず，ここで言われている「チョロ
(cholo）とは何か」を明確にする必要がある。
「チョロ」ということばの起源は諸説あり，ここでは詳しく検討しないが，
植民地期の記録から明らかなことは，18世紀には「雑種犬」とともに人間の
メステグーソ｢混血」ｌこ対しても「逸脱者」や「ずる賢い者」という軽蔑的意味を込めて
使われていたということである(1)。
メスティーソ
しかし，現在の「チョロ」の用法は必ずしも「混血」１こ対する蔑称ではな
い。人種的にも文化的にも社会全体で「混血」が浸透した現在では，「チョロ」
とはアンデス文化の特徴をより強く持つ人に対して侮蔑的に使われることが多
い。「多い」というのは，必ずしも蔑称とは限らないというやや複雑な理由の
ためである。実は，「チョロ」が愛称で用いられる場合があり，その場合には
文化的要素にも人種的要素にも関わりなく使われることがあるのだ。その際，
｢チョロ」は愛`情が向けられる対象ではあるが，同時に被保護者つまり「弱者」
としての意味が含まれており，呼ぶ側と呼ばれる側の上下関係は明らかである。
ここで注目すべきは，愛称として用いられる場合でも「チョロ」は，弱い立場
あるいは「下位」に位置付けられることに変わりはない，ということである。
更に複雑なことに，以上のような否定的意味にも関わらず「チョロ」を自称
◆本稿は，2000年６月開催の「第２１回日本ラテンアメリカ学会」における口頭発
表を元に執筆した。
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する傾向が「チョロ」と呼ばれる人々自身から，つまり「下」から出てきてお
り，最近特にこの傾向が広まりつつある。そして，この動きこそが現在「チョ
ロ化」として語られている現象の－面でもあることを指摘したい。
「チョロイヒ」という時の「チョロ」とはアンデス的文化の特徴をより強く持っ
てはいるが，都市へ移住することによってアンデス農民よりも強烈に近代化と
海岸都市文化の影響を受けた人々である。しかし，だからといって単純に「白
人化したインディオ」と考えては「チョロ化」が意味する社会的・文化的変化
を理解することは出来ない。都市で生き残るための「戦術」として，彼らが農
村から持ち込んだ文化を変化させたり，「共同体」よりも「個」の自立と発展
を志向するなど近代化の影響は明らかである。だが，彼らは首都リマの住人と
なり公の場ではスペイン語を話しはしても，家庭や親密な場ではケチャ語を用
いているし，出身地の祭りを都市で再現~それが農村のものと全く同様のも
のではないにしても－することにも熱心である。「チョロイヒ」に関する既存
の研究は，「チョロ」出現によるリマの文化的アンデスイヒと「チョロ」が担う
新たな経済活動に注意を払ってきた(2)。しかし，「チョロ化」とはなによりも
｢campesino：田舎者・農民」あるいは「provinciano：地方出身者」の意識
の変化とそれに伴う社会・文化的実践を指すものであることを指摘したい。
本発表では，民衆文化における「チョロ」像の表象のされ方と受け手である
民衆の反応を辿りながら，表象される「チョロ」の現在的意味を検討したい。
つまりこれは「チョロ化」の再考である。
エリートが創ったヒーロー：
「エル・スーペル・チヨロ（ElSuperCholo)」
既に述べたとおり蔑称としての「チョロ」が股も支配的な使用であり，「チョ
ロ」は否定的意味を常に孕んでいた。たとえば，「cholodemierda1：くそっ
たれチョロ」というのは直接口に出すには強烈な表現で樺れるが，それでも
｢常套句」と言えるほど誰もが知っている罵倒である。長期に渡る歴史のなか
でエリートが示した「チョロ」への嫌悪と軽蔑は，「チョロ」と呼ばれる人々
自身にも「チョロであること」＝「恥ずべきこと」という意識を内在化させて
きた。1990年のアナ・ルシア・コサマロンによる論文「リマの若者達におけ
るチョロ的なるものの評価と過小評価｣(3)が明らかにしているように，エリー
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卜にとっても，民衆にとっても「チョロ」とは，貧しく教養がなく粗野な「ポ
ブレ・チョロ」というイメージが文配的であった。
この「チョロ」を肯定的に捉え101［す大きな動きは，エリートの側から始まっ
た。「全てのペルー人に捧げるあるペルーの物語」という宣伝文句と共に，
1957年リマの有力紙『エル・コメルシオ』の[1曜版に連載漫画『エル・スー
ペル・チョロ』が出現した（図1)。アンデス農民を象徴する毛糸の帽子“チュ
ヨ”をかぶり，“ポンチョ”を羽織って，裸足の足にサンダル“オホタ,，をはい
た主人公は，背が低く痩せっぽちで「エル・スーペル・チョロ」と呼ぶには一
見頼りない風貌である。什ﾘｲを求めて腿村から都市へ移側ﾐした主人公は，アン
デス農民特有の靴りとケチャ綿混じりのスペイン語を話し，都市文化のコード
を知らない。初めは雁１１]張や部il7住民に搾取され，軽蔑されるが，その超人的
に強靭な肉体的能力（それは搾取・支配する者への抵抗ではなく，常人ではな
い忍耐力によって証明される）によって「エル・スーペル・チョロ」性を示し，
岐初に手にした肉体労働のほか，ボクシングやカー・レースなど様々なスポー
ツでその強靭振りを発揮する。
作者は，同紙社長一族の一人で，」1時日曜版編集長を担当していたミロケサー
ダである。ミロケサーダによると，「スーペル・チョロ」を発案した背景は，
アメリカ合衆国の覇権への抵抗にあるという州)。つまり北の「スーパー・マン」
図１「エル・スーペル・チヨロニ（新川「EIComercio」1957年１０月２７日）
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に対して国民的ヒーロー「エル・スーベル・チョロ」を生み出し，「ペルー的
英雄」を通して愛国心を高めようと試みたというのである。反響は大きく，多
くの指示を得たというだけあって，1957年11月から，途中何度かの中断があっ
たものの1966年11月まで連赦は続いた。
しかし，連載していたのがHlliM版とはいえ『エル・コメルシオ』紙が保守派
を代表するものであること，また現在よりも格段に落ちるであろう当時の識字
率と購買力を考慮すると，『エル・スーペル・チョロ』の読者もまた限られた
社会階層の人々であったことは想像に難くない。作者もまた，『エル・スーペ
ル・チョロ』は『エル・コメルシオ」紙の流者に向けて書かれたものであると
断言している。
再び「エル・スーペル・チョロ」が紙iiiに現れるのは，1985年７月２８日の
日曜版『エル・コメルシオ』においてである（図2)。
当時の連載漫画『エル・カピタン・イントレピド（勇敢なキャプテン）』の
新たな主人公の一人としての再登場である。作者は依然ミロケサーダであるが，
絵の担当者が交代し画風が変わった。iiillmlと比べ「エル・スーペル・チョロ」
は少し筋肉質の身体になったが，相変わらずトレードマークのポンチョ，チュ
ヨそしてオホタを身に付けている。このシリーズでは，「エル・スーペル・チョ
ロ」に加えて「エル・カピクン・イントレピド」こと地方出身の先住民系の若
－－－P￣▽－－●￣｡ 
図２「エル・スーペル・チヨロー（新川宇EIComercio」1985年８月５日）
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行「フワニート」と，［し1人系の[二１１高年男性「エル・プロフェソールポン・パー
ニング（ボン・バーニングクｌＣｌＩき)」の２人が活躍する。物語は，地球を侵略し
に来た宇宙人に対し前述の主人公３人が協力して立ち向かい，地球を救うとい
うヒーロー漫画で，1990年１０月１４日の最終|回|では「エル・カピタン・イン
トレピド」の次のような想いで締めくくられている。「力を合わせて危機を乗
り越え打ち勝った。しかし，こんどは同じように，飢えや不正，悪癖そして汚
染と闘うためにぼくらは力を合わせなければならない｡」つまり，この漫画の
岐人のメッセージは「余人類の協力」であり，したがって，人種や社会階層を
越えた「全てのペルー人の協力」は不可欠とされている。
しかし，「エル・コメルシオ」の読者層から推定すると，『エル・カピタン・
イントレピド』の読者もやはり，「チョロ」を差別する側に属する社会グルー
プの若者や子供たちが大方であったはずである。つまり，「チョロ」と呼ばれ
ることの無い人々に向かって，「チョロ」や地方出身の先住民系の若者「フワ
ニート」を英雄化して見せ，身近な「チョロ」や「フワニート」といった「内
なる他者」への;再評価と連帯を呼びかけている。読者の多くは「エル・スーペ
ル・チョロ」をヒーローとして認めても，多くのヒーロー漫画がそうであるよ
うにヒーローと自己を同一化することはないだろう。チュヨとポンチョを身に
つけ，ケチャ語混じりにスペイン語を話すヒーローは，連帯すべき他者として
映ったはずである。子供たちは，お気に入りの漫画のヒーローを真似したがる
ものであるが，「エル・スーベル・チョロ」は長年にわたる連救であるにも関
わらず「エル・スーペル・チヨ□」ごっこが流行ったとか，漫画の影響でポン
チョやチュヨがよく売れたという情報は現在のところ無い。したがって，１９５７
ｲ|<から1990年まで愛伍1心を育成する目的で描かれてきた「エル・スーペル・
チョロ」のヒーロー物語は，本発表が特に関心を寄せている「チョロイヒ｣，つ
まり蔑称「チョロ」から|÷|称「チョロ」への意味の拡大には直接大きな影響を
与えることはなかったと考えられる。
しかし，もう－点『エル・スーペル・チョロ』について言及しなければいけ
ない。１９９７年５月２５［｜『エル・スーペル・チョロのlI7来』というタイトルで，
それ以降は『エル・スーペル・チョロ』という従来のタイトルで，みたび連iIUi
が|;|l始されたからである（図３)。述栽は１９９８K'二３)１８日の３８話が最後とな
るが，紙而には「つづく」とありサッカーの試合途''１で話が打ち切られたかた
ちである。理由は『エル・コメルシオ』社の内部｣ｊｉｌｉｌｉにより，作者ミロケサー
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図３「エル・スーペル・チヨロ」（新11Ⅱ「ElComercio』1997年５月２５１]）
ダが日曜版の編集長を降りたからということである。
ところで，今回も画風が変わったが，肢大の注目すべき変化は「エル・スー
ペル・チョロ」自身のキャラクターの変わりようである。’97年の「エル・スー
ペル・チョロ」は，Ｗｆ段着にＴシャツにジーパン，スニーカーをはき，ポンチョ
やチュヨ，オホタを身につけることはなく，活躍の見せ場になるとポンチョあ
るいはチュヨを身につける。体格も全く変わり，背が岡〈筋肉質の逢しい風貌
をしている。彼の持ちものはと言えば，山積みのビデオやタイプライターもあ
り，多くの本や『エル・コメルシオ』紙の読者で，知性を窺わせている。また，
従来と違ってスペイン語にケチャ譜が混じることもない。刷新された「エル・
スーペル・チョロ」の新たな活躍のＪ１『台はサッカーだが，’５０年代の「エル・
スーペル・チョロ」が持久力や馬鹿ﾉjによってその「スーペル・チョロ」性を
示したのに対し，新たな「エル・スーペル・チョロ」は巧妙な技と能力によっ
てその英雄振りを発揮する。この変化をもたらしたのは，作者ミロケサーダの
孫の助言であると言う。「孫を喜ばせるために作った」と言う作者は，孫やそ
の友達たちに受ける「エル・スーペル・チョロ」をfiI1り出したのである。この
岐終版「エル・スーペル・チョロ」の風貌は，’50年代の「エル・スーペル・
チョロ」と違って，微願の「ポブレサ（みすぼらしさ)」もなく，’90年代のり
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マで見かけられる現代的なｲ梢を祐佛とさせる。しかし一方で，１９９７ｲ1甚版の
｢エル・スーペル・チョロ」は，「ポブレサ」を払拭し，英雄的サッカー選不と
いう役柄に限定されることによって，実際に現在「チョロ」として差別される
ような人々から大きく隔たる結果となっている。１９９０年版までは，少なくと
も常にチュヨ，ポンチョ，オホタの三点セットを身につけ，コンドルやリャマ
を引き連れて活躍し「アンデス性」が大きな特徴であった。そして，「エル・
スーペル・チョロ」が'jくす「アンデス性」こそが，［1人的文配文化によって総
蔑され，差別されてきたものなのであり，「エル・スーペル・チョロ」の秘め
られていた超人的能力によって一種の「Iilli値の逆転」が起こっていた。つまり，
1957年から1990年まで作者のナショナリズム的テーマは，蔑視され，社会的
に排除されてきた「アンデス性」と「チョロ」の１１１評llliにあった。そのために
は，「エル・スーペル・チョロ」は身近で差別されている「チョロ」の誰かで
あって，どの「チョロ」も「エル・スーペル・チョロ」である可能性を感じさ
せる「匿名'2t」を持っていた。ところが'997年版は，「エル・スーペル・チョ
ロ」は岐初から逼しい体絡と知性を備え，いかにも英雄らしく描かれている。
したがって，「エル・スーペル・チョロ」は，ｌﾘ|雌に特定された人物であり，
｢チョロ」一般ではありえない。現在，「チョロ化」という名のもとに「チョロ」
と呼ばれる人々が，「エル・スーペル・チョロ」とｌ１ｉ１様にリマではポンチョや
チュヨを脱ぎ，オホクをスニーカーに履き代えて，敦育も受けているという状
況を考慮しても，「エル・スーペル・チョロ」は「チョロ」一般とは明確に異
なる存在である。なぜなら，「エル・スーベル・チョロ」は，’50年代の「エル・
スーペル・チョロ」や現代の「チョロ」と呼ばれる人々のように「チョロ」で
あることによって蓑別や搾取を経験することは皆雌なのだから。’９７年版『エ
ル・スーペル・チョロ』は，サッカーの試合の成り行きを楽しむスポーツ物語
であり，「エル・スーペル・チョローは，チームの11】の一人の優秀な選手に過
ぎず，したがって最終版「エル・スーペル・チョロ」は「チョロ」に対する
｢lili値の逆転」の大きな原動ﾉﾉとはならなかったと1;える。
いずれにしても「エル・スーペル・チョロ」は，保珈:派の有力紙「エル・コ
メルシオ」社社長という['1人付ﾉﾉ者が創り'１)した「チョロ」像である。これに
対して，以下では，「チョロ」と呼ばれる人々がiillりⅡIした「チョロ」像を取
り_上げる。それらは，すべて従来の有力者が創った「チョロ」像に対抗すると
いう意１床において，そして「チョロ」と呼ばれる人々から大きな支持を得たと
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いう点でも「民衆文化」における「チョロ」像とⅡ平ぶことができるものである。
1960年代～1970年代
１．錆びないチョロ（Chololnoxidable）：「ネメシオ・チュパカ」
「チョロ化」の時}０１，敗初に民衆的支持を受けた「チョロ」と言えば，コメ
ディアンのトゥリョ・ロサが1950年代末にラジオ悉組で演じたネメシオ・チュ
パカ・ポロンゴである。トゥリョ・ロサはペルーlIl屈部アプリマック県出身で，
サン・マルコス大学で法学部に在籍中，当時のラジオでのコメディー人気番組
｢ロキバンビア」の「チョロ」役として採用された。ロサ自身は，白人系の特
徴が濃い混血であるが，大学ではケチャ語計上りのスペイン語を話すため軽蔑的
に「チョロ」と呼ばれからかわれていたと言う(3)。ロサ自身のことばによると，
その経験への一種の仕返しとして，数カ月都lljでｌｌｉ活し，ずる賢くなってペルー
クリオーリョの隠語や俗謡を身につけた「チョロ」を減じてみせたのだと言う。
ロサが演じる「チョロ」は，たちまち人気を博した。
その後すぐにテレビの'1＃代が訪れ（ペルーにテレビ産業が発生するのは
1958年)，そこでも「チョロ」役が必要とされ，ロサに声がかかった。しかし，
相変わらず脚本の中の「チヨ□」は，愚鈍で無力なキャラクターとして描かれ
ており，それに反発したロサはプロデューサに抗議し仕事を拒否する。結局は，
他にテレビで「チョロ」を減じる者が見つからず，製作者サイドがロサの思い
通りの「チョロ」を受け入れることで，テレビの娯楽番組に「チョロ」が登場
し，それが瞬く間に人気を狸得し，以降，ロサは|訓らをメインキャストとする
レギュラー番組を次々と持ち，コメディアンとして大成功を収める。ロサが演
じた「チョロ」はチュヨをトレード・マークとして，常に快活でずる賢くそれ
が実にひょうきんであった（図４)。
ロサは自らが演じる「チョロ」のキャッチフレーズを「錆びないチョロ」と
し，自らの観客や文持lIViは「チョロ」に親近感を持つ民衆であることを意識し
ていた。これによって，従来の愚鈍で惨めな「チョロ」像を一転させた「チョ
ロ」像が，「チョロ」と呼ばれる人々の間にも広く知れ渡るようになったので
ある。しかし，ロサが演じた「チョロ」は，従来の否定的イメージを拒否した
が，そのために「ずる賢い」という新たな否定的イメージを帯びたことは否め
ない。実際，ロサが減じる「チョロ」に対して伝統的リマの住人は強い危機感
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図４トウリヨ・ロサ演じるＦチヨロ」（新llHrHOYjl984年７月９日）
と嫌悪感を示した。また，一般の「チョロ」と呼ばれる人々が，ロサ演じる
｢チョロ」を小気味よく思い支持したとしても，それは「チョロ」であること
を誇りに転じるような「チョロ」像ではなかった。「チョロ」と「誇り」を結
びつけたのは，もう一人の'60年代を代表する「チョロ」であった。
2．世界のチョロ：「エル・チョロ｣(6)
「わたしがスペインにいる時，１０万人の観客が「チョロ１チョロ！』と大合
唱してくれるのも見て，鳥肌が立ったもんだよ｡」１７歳でペルーのサッカーの
ナショナルチームで活１１１Mし，1973年にはスペインの名|Ⅱ］「FCバルセロナ」に
スカウトされ，数年間ヨーロッパで大活躍した伝説的サッカー選手ウゴ・ソティ
ルは，愛称「チョロ」として，1970年代の-世界のサッカー界にその名を鵬か
せた。
ソティルは，リマの貧民lＸに住む地方出身者であったが，浅黒い肌といかに
も硬そうで多い印象的な真っ黒い髪から友人たちの'１１１では「チョロ」という愛
称がつけられていた（図5)。そして，サッカーの火才･的才能が見出され，IjlT
lijEIするチームを次々とI|勝利へ導くと，「エル・チョロ・ソティル」はペルーが
誇るヒーローとなったのである。
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稗廻弓霊團璽露函翻
図５「エル・チヨロ・ソテイル」（『DEBATEEDICION
ESPECIAL」ＶＯＬ.ＸＸNo.l00MAYO-JUNIOl998）
1972年にはその名も「チョロ」というソティル主演の自伝的映画も製作さ
れた。その中で，「チョロ」という呼称に関する興味深い場面がある。ソティ
ルがまだ，コーチと親しくなる以前のこと，コーチがグラウンドで練習中のソ
ティルに向かって声を張り上げて手を招く「チョロ，チヨｐこっちへ来い！」
コーチに走り寄ったソティルは静かに，しかしきっぱりと少し早口で言う。
｢コーチその通りです。でも，繰り返します。僕の名前はウゴです！」親しく
ない間柄で使われる時の「チョロ」というIIyz称が，如何に侮蔑的で微妙である
かを示す良い例である。
しかし，ソティルの活躍に伴って「エル・チョロ」はソティルの愛称として
定着し，その意味も声援によって安定した。現在，ソティルは実名の「ウゴ」
で呼ばれるよりも「チョロ」と呼ばれる方を好むとさえ言う。
映画の中でソティルは自ら「エル・チョロ・ソティル」を演じるが，そこで
はパリオ（近所）のよくいる「チョロ」が世界の英雄「チョロ」になる姿が描
かれている。このような「エル・チョロ・ソティル」が創り出した「チョロ」
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像は，一万で一般的に「チョロ」と呼ばれる人々とのrlEL同一化を可能にし，
他方で希望あるいは煉れを喚起するものであった。つまり，「チョロ」である
ことに初めて肯定的な怠味を与えた，「チョロ」による「チョロ」像であった
と高える。
3．惨めなチョロ（poblecholo）：元祖「チョロ・シリロ」
リマの広場に作られた人1[jの真ん中で，チュヨにポンチョ,オホタを身に付
けた若者が注目されているPjjuILがある｡「テアトロ･ポプラール（民衆iiji劇)」
を行う「チョロ．シリロ」ことオルランド．メンドーサの1970年代初I011qfjの
姿である。地方出身の２０代の朽者３人が，あるｌ１リマの広場に繰り出して，
パントマイムや寸劇を始めた。その時創作したキャラクターの￣つがメンドー
サ演じる「チョロ・シリロ」である（図6)ｃ
「シリロ」の名前の１１１米は，労働者や農民，地方Ｉｌｌ身者といった観衆に雌も
馴染み深いものを選んだため，と言う。「チョロ･シリロ」の役所も，１Li時の
図６オルランド・メンドーサ減じる「チョロ
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リマに溢れかえっていた典型的「チョロ」であった。つまり，仕事を求めて農
村から初めて首都に来て，郁市の異文化にショックと戸惑いを感じるというも
のである。当時の大統領ベラウンデのスローガンの一つは，「100万の雇用ｊｉＩ
ｌｌＩ」であり，それに促されて，農村から都市へ向かう労働移住者が増加した。
また，ストーリーＥ|体も，当時の「チョロ」が自己の経験と重ね合わせること
ができるような身近な内容であり，「チョロ」が経験するような，多分に現実
味のある不正と悲劇を演じることによって，社会の不正を告発した。
ストーリーを簡単に述べると，「チョロ・シリロ」は友人ペドロ・コンドリ
から，リマに行けば100万もの仕事があると聞き，痩せた農地に見切りを付け
て，泣く泣く故郷を旅立つ。アンデス農民特有の靴りでスペイン語を話しなが
らも，なんとかリマで仕邪を見つけ生活していこうと「チョロ・シリロ」は，
リマの文化コードを理解できない。リマに到着するなり置き引きにあい，持ち
物全てを失う。運良く２０年'3I働いてためた現金５０ソーレスは身につけていた
ので，それでお買い得のラジオを４０ソーレスで買い，お金と引き換えに渡さ
れたラジオの包みを上機嫌で大切に持って帰ったところ，包みを開けると中身
は乾いた丸太であった。詐欺師にやられ４０ソーレス失った「チョロ・シリロ」
は，気分転換のため噂に聞いた海をみるため乗合バスに乗る。リマの事怖を知
らない「チョロ・シリロ」は，超満員のバスの中でスリたちの格好の餌食とな
り，気がつくとポケットを切り裂かれ残りの全財産であった10ソーレスまで
持ち去られてしまっていた。見知らぬ土地で全てを失った絶望と悲しみに「チョ
ロ・シリロ」は，通りに佇んで－人言う。「ペドロ・コンドリの嘘吐きめ！
覚えてるよ。あいつが悪いんだ。リマには１００万の働き口があるなんて言いや
がって。嘘吐きだ！リマについてみれば，あるのは100万の失業だった。そ
れで今はおれがやつちまったよ。この俺で101万ってことだ。嘘[Uききだ！リMi
l1lさ政府だ｡」こう言い終わると同時に「チョロ・シリロ」にまた災難が降り
かかる。「チョロ・シリロ」のことばを聞いた警察が，「チョロ・シリロ」をテ
ロリストと決めつけたのである。「チョロ・シリロ」は，訳も分からず，ただ
驚きと哀しみに打ちひしがれて独房に入れられるところで第一部が終わる。
第二部では，莵罪で２年間刑務所で暮らした「チョロ・シリロ」がすっかり
犯罪者となって出所し，街で窃盗を起こしては刑務所に戻ってくるという生活
を送るが，そのうち刑務所の不衛生な環境によって病気を患って死の気配を感
じるという結末である。
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貧困，失業，悪い治安，人権侵害など幾重にも「チョロ」を悩ます現実的問
題と社会悪の循環を描いたこの作品は，ペルー中の街や農村への「巡業」をi、
して首都リマ以外でも広く知れ渡った。「チョロ・シリロ」の身につまされる
ような現実的ストーリーは，観衆の大きな関心を集め，いく人もの「チョロ・
シリロ」の分身を生んだ。ペルー各地に「チョロ・シリロ」を演じる者たちが
１１|現したのである。
メンドーサが演じた「チョロ」像は，リマという世間を知らない「無知」故
に災難に遭い，そんな「チョロ」の行く末は犯罪者として野たれ死ぬという惨
めな姿である。メンドーサは，「チョロ・シリロ」における最大の関心は，特
に若い世代への教育とに1己育成であったと述べる。教育と，何よりも人々が人
1(li1としての尊厳を取り戻すことによってペルー社会の変革を目指すというlﾘl確
なメッセージをメンドーサは持っていた。「無知」であるがために「無力」で
あり社会的成功の可能性など皆無の「弱者」として提示された「チョロ・シリ
ロ」は，まさに「ポブレ・チョロ」である。「チョロ・シリロ」は，「チョロ」
である民衆に自己同一化を可能にするような「チョロ」像ではあるが，そのこ
とによって自己育成の必要を痛感させるような反而教師的「チョロ」像を提示
したと言える。
そして惨めな「チョロ・シリロ」像が若い「チョロ」に与えた影響の一つが，
新たな「チョロ・シリロ」の登場である。
1980年代～現在
1．反抗的チョロ：新「チョロ・シリロ｣(7)
現ｲ１２「チョロ・シリロ」の名で知られているのは，機知に富んだ話術で相棒
の「ネグロ」を打ち負かすクスコ県出身リマ在住のフヮン・ウバルド・ワマン
が演じる「チョロ」である。この「チョロ・シリロ」も先のメンドーサ演じる
｢チョロ・シリロ」から生まれたが，ワマンが減じる「チョロ・シリロ」は，
従来の「チョロ」像を祖す新しい「チョロ」を表現した（図７)。
ワマンが演じる「チョロ・シリロ」（ここでは新「チョロ・シリロ」と呼ぶ）
は，従来のそしてIW1：でも多くの「チョロ」像がトレードマークとするチュヨ
もポンチョも身につけてない。代わりのトレードマークは，赤・黄・黒の三色
のリボンを華らした三ﾌﾞｲ1形の白い縁なし帽である。そして，ポンチョに代えて
Hosei University Repository
4２ 
図７ウパルド・ワマン演じる｜チョロＩ（1998{ＩＳＣ佐々木直美）
Ｔシャツの上から羽織るのは，クスコ地方特産の織物で作ったオリジナルのベ
ストと膝までのズボンであるが，この織物は色とりどりの原色を使って幾何学
模様がデザインされており，実にインパクトがある。また，裸足にオホタとい
うスタイルに代わって，厚手ですこしルーズな靴下にスニーカーを腹いている。
つまり，誰も他では見たことの無いユニークな「チョロ」像である。従来の
｢チョロ」像には欠かせなかったチュヨを三j１１幅に代えたH1!}|]について，ワマ
ンはこう言った。「チュヨは嫌いなんだよ，卑屈にみえるから。この（三角）
帽子のほうがもっと反抗的だから好きなんだ。これだってクスコ地方で実際に
かぶられてるものさ。トゥパック・アマルゆかりの地辺りでね。あの辺の民衆
は，反抗的で気性も荒いんだ。」新「チョロ・シリロ」の帆子は，１８世紀に，
地力行政官の圧政に対して大規模なインディオ反乱を指導したトゥパック・ア
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マルの抵抗の精ﾈ''1を水すものである。さらに，「チョロ」といえばチュヨにポ
ンチョというイメージ（それは「チョロ」が持つ多様性を無視し，没個性化さ
れた「チョロ」像であった）に従属することへの抵抗を新「チョロ・シリロ」
は表現した。新「チョロ・シリロ」の抵抗は，支配的文化が創造の目[hを独１１ｉ
し，被支配者側は「他者」が持つステレオタイプに依存することによってしか
'２１己表現できなくなる，という精神の植民地化へＩｉｊｌけられているのである。
新「チョロ・シリロ」の反抗的キャラクターは，「クリオーリョ化したチョ
ロ｣，「ずる賢くなったチョロ」と批判されながらも，もう編されないどころか，
やられたらやり返す「チョロ・シリロ」の機知は，典衆の笑いによって大きく
支持された。
しかし，ワマンが「チョロ・シリロ」に込めたメッセージは，反抗的になる
こと以上に，「チョロ」であることに誇りを持つことであった。「チョロ」を名
乗ることについての質'１Mにワマンはこう答えた。「まず，チョロを名乗ること
は恥だと考えていたからです。でも私は思いました。なぜ，われわれ自身につ
いて恥じなければいけないのかと。われわれは文化的に豊かな国なのに。時に
はチョロと言うことは一つの侮辱でした。でも，時ｌＩｌｌと歴史と共に，チョロや
セラーノ（111岳'11身者）が，現在ペルーにおいて経済的力を発揮することが証
明されました。彼らは大企業や大きな産業の経営者になりました。それで，わ
れわれ自身についてIlj評llliしたかったのです｣。
ワマンは，２０代でクスコからリマへやって来た。リマiIjl-II心部にあるサン・
マルティン広場で新「チョロ・シリロ」をiiiじつづけ１９８０年代末に相棒の
｢ネグロ」別名「ポエタ・デ・ラ・カイェ（街の時人)」とコンビを組んでから
はコメディアンとして成功し，テレビ番糺|にも'１１演するようになった。１９９９
年には主演のレギュラー悉組を持つに至った。
しかし，彼らの基本は「巡業（gira)」にある。テレビがそれほど普及して
おらず娯楽施設もないペルーＩｌｊの寒村まで}'１|(i]<一万，アメリカ合衆国に移住
したペルー人コミュニティへも巡業に行く。「チョロ・シリロ」の芸風は，観
衆参加型の話芸である。場合によっては，ケチャ謡を使って観衆を巻き込むこ
とで，一体感をiillりlllし，新「チョロ・シリロ」の笑いに込められたメッセー
ジの伝達を試みる。そして，彼らの「巡業」に必ず持っていかれるのが，彼ら
がiiiiじる漫才を録音した販売Ⅲのカセットテープである。これによって，テレ
ビやラジオに頼らずとも「チョロ・シリロ」の笑いとメッセージを一過性でな
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〈恒常的に各地の民衆の|Ｍ１に存([させることが可能となる。
新「チョロ・シリロ」は，「ポブレ・チョロ」という従来のイメージを逆手
にとって観衆の不意をついた捕快な笑いで，新たな「チヨ□」像を作り上げた。
｢巡業」によって民衆の間に流布した新「チョロ・シリロ」の反骨的「チョロ」
像は，「チョロ」であることの誇りという意識変化をもたらしながら観衆に受
け入れられた。筆者が1999年にリマの広場で大道コメディアンの芸を観てい
た１００人の観衆に実施した聞き取り調査によると，「チョロということばは侮
蔑的ではない｣，「自分はチョロである」と答えた人は両方とも半数をこえてい
る。みずからを「チョロ」と認める人は言う。「私はおおいに胸を張ってチョ
ロだといえます」（59歳リ)性)。「むかしは，チョロとは“何でもないもの”
や“ゴミ,，という軽蔑でした。でも今は違います。ひとは“わたしはチョロで
す”と言うそれだけのことです。そうでしょう？」（26歳男性)。
2．政治の場面に登場する「チョロ」
新「チョロ・シリロ」による「チョロ」再評llliの言説では，インカ帝国に代
表される過去のアンデス文1ﾘ]の偉大さと歴史上活蹄した著名な地方出身者が職
極的に駆り出される。この方法は，説得的で観衆の満援や同調の拍手を得るこ
とも多く，「誇るべきチョロ」というメッセージは伝わりやすい。
黒人系の「ポエタ」との掛け合いの中で，「チョロ・シリロ」は自らの「セ
ラーノ」性あるいは「チョロ」性を誇り，「ネグロ」を馬鹿にして笑いをとる。
しかしワマニの説明によると，彼らの作品は，岐初は「チョロ」と「ネグロ」
の相互に攻撃的なやり取りから始まるが，次第に両者は対話をし始めるように
設定されているという。確かに鮫初に製作・発光された1993年のカセットの
冒頭は，互いの身体的・文化的特徴についての詰り合いで始まる。それが2本
目のカセットになると，黙人奴隷の歴史と世界で活雌する黒人について話す
｢ポエタ」に向かって「チョロ・シリロ」は，「わかった，ネグリート。だから
チョロとネグロの間で仲良くやっていくんだ。だって，おれたちプロビンシアー
ノ（地方出身者）やセラーノは歴史をつくってこなかったなんて思っちゃいけ
ない。おれたちセラーノだって歴史を作ってきたんだから｣。こうして「チョ
ロ・シリロ」と「ポエタ」が親密であること，つまり両者の間に冗談が言える
関係が築かれていることで，観衆は両者の詰り合いを笑って楽しむことが出来
るようになる。
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しかし，インカの未ifiiであることや「セラーノの１m」が流れていることを民
衆に意識させ，誇りを促す言説は，「他者」を藻別し排除するエスノセントリ
ズムと背中合わせである。漫才の中で「チョロ・シリロ」の言説がエスノセン
トリックになっても，すぐに「ポエタ」との関係つまり冗談へと引き寄せられ，
笑い飛ばされる。
ところが，「チョロ・シリロ」の言説が，冗談の場である漫才から離れて使
われた時，明確に権力への意思と結合した時，「チョロである誇り」は排除の
対象としての「他者」をhりり出した。2000年の国会議員選挙に新「チョロ・
シリロ」が出馬した。所属は通称「イスラエリタ」と呼ばれる新宗教団体を雅
盤としたＦＲＥＰＡＰ（1968年に公認されたLaAsociacionEvangelicadela
MisionlsraelistadelNueboPactoUniversalの政党)(8)であったが，党の宗
教的思想とは明らかに一線を画し，前面的に新「チョロ・シリロ」を演じなが
らアンデス農村，特に出身地クスコを重視した選挙キャンペーンをはった。キャ
ンペーンは，彼が得意とする「巡業」そのものでありトレードマークの三角帽
をかぶり，通りや広場に出て瞬く間に人垣を作るとパフォーマンスを行う。し
かし，今回は「ポエタ」との漫才ではなく－人だけの「演説」である。クスコ
の広場で行われた街頭演説では，観衆と自らの一体感をたかめるために新「チョ
ロ・シリロ」がよく使う手段，ケチャ語で呼びかける。「ワルキス（兄弟たち)｣。
そして，漫才の中ではこれまで一切言われたこともないフレーズが飛び出した。
｢多くの人はチョロであるからには従順であるべきで，侮辱されるべきだと思っ
ていますが，…われわれチョロだって考えます，チョロだって空腹を感じます，
チョロだって技術者にも弁謹士にも専門家にもなれます。…チョロのこの地に
おいて，ちくしよう１日本人たちがわれわれを統治しています。ママニ（先
住民系の典型的な名字）たちの土地を中国人たちが統治しています。あの国会，
あの政府は“ジョンワイ"，“カナシロ1,,‘`タナカ'，…“ノキエロコフード（間
抜けに用なし)"。だから，チョロたちが，インカたちがあそこにいるべきなん
です。というわけで，兄弟たち，わたしは村々を回ってキャンペーンをしてい
るのです｡」
白人支配層による精神的植民地化に対抗するものだった新「チョロ・シリロ」
の「チョロ」性は，権力への意思と結びついた時，「チョロ」の「統合」と社
会的排除される「他者」を生み出したのである。
前述の筆者が行った「チョロ」に関するアンケートでは，「自らをチョロと
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認める」と答える理由の多くは「全てのペルー人はチョロだから」というもの
であった。人種に関係なく「チョロ」を全ペルー人に当てはまる開かれた呼称
と認めはじめた民衆に対し，「チョロ」を狭義に捉えた新「チョロ・シリロ」
は，「チョロ」に自己の111評IlIiを促すような漫才のときの反抗的「チョロ」と
はちがい，排他的「チョロ」像を演じることになった。
おわりに
2000年４月に行われた第一回大統領戦において，有力候補アレハンドロ･
トレドが，チュヨとポンチョを身につけてキャンペーンに回っている写真が新
聞に掲載された（図8)。アンデス先住民系の顔立ち，貧しい生い立ちを使っ
てトレドもまた「チョロ」を演じたように見える。振り返れば1990年の大統
領選挙においても，フジモリがポンチョにチュヨをまとい「チョロ」を演じな
図８ペルーのクスコで４月６Ｌ１，国旅を掲げて支持者らに
こたえるトレド候補＝ＡＰ（i,朝日新MH」2000年５月３日）
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がらアンデス農民からの連帯意識を勝ち取った。現代の大衆民主主義において，
｢チョロ」を演じることは都合が良いと，政治関係者には思われている，とい
うことだろう。
民衆文化の中で1960年代から「チョロ」によって積極的に演じられてきた
｢チョロ」像は，その時々の局面において，段階的に「チョロ」を否定的レッ
テルから解放し，「チョロ」を再評llliする傾向に尽力してきた。その努力は，
｢チョロ」の経済的・社会的上昇つまり「チョロ化」の進展と呼応して，「チョ
ロ」と呼ばれる人々の間に共感を与えてきた。そして，現在，「チョロ」は新
たな価値と意味を付与されつつある。それは，筆者の聞き取り調査に対し，
｢チョロ」を自称した人々の多くの発言に共通するフレーズに読み取ることが
できる。「ペルー人はみんなチヨロです」（インタビュー資料)。自らの出自と
文化と社会構成に関するこのような意識変化の萌芽は，「チョロ化」の重要な
－側面であることを，ここで強調したい。
そして最後に，政治関係者が「チョロ」ということを政治的に利用し，その
アイデンティティ化を扇動する一方で，民衆の間には「チョロ」＝「ペルー人」
という別の「チョロイヒ」が進行しつつあることも，改めて指摘する。
《注》
（１）たとえば，紀元前後から後700年にペルー北海岸で興ったモチェ文化の言語で
「少年」を指すrcholu」を起源とする説［Ugartel997］や，アンデス高地の先
住民が身に付けていた（現在も使用されている）毛糸の帽子「chullo」を由来と
する説。あるいは，スペインでマドリッドの下層民を指す「chulo」から派生し
たという説，または，古代インドに興ったチョラ王国を由来とする説
［Varallanosl962：26-27］など。
（２）「チョロ」に関する先行研究は，1996年度修士論文『ペルー社会の変容と新し
いアイデンティティー「チョロ」に関する－.考察」において詳しく記した。ま
た，特に「チョロ化」の経済的状況を扱った研究には，FernandoVillaran
RIQ〔XEZAPOPULARJHzsid〃ｙｇＪｏ両ＱｄｅノロＰ幻zJc”αｅ””sqEdiciones
CongresodelPerdl998,Ｌｉｍａがある。
（３）Hfgi"ＱｓｌＯ４,Agostol990，Peru． 
（４）ここに参考にしたミロケサーダ氏の発言は全て，筆者によるインタビューに答
えたもの。
（５）トゥリョ・ロサに関する個人的情報と彼の発言は，筆者とのインタビューを参
考にした。
（６）ウゴ・ソティルに関しては次を参照した。１９９８年４月１６日放送，ANDINA
TELEVISION,"TIEMPOEXTRA00o1999年４月１１日放送PANAMERICANA
Television，“ＰＡＮＯＲＡＭＡ,，.、ＥＢＡＴＥＶＯＬ・ＸＸＮＯ１００，ＭＡＹＯ－ＪＵＮＩＯ，
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1998,ｐ､82,Ｌｉｍａ・筆者によるウゴ・ゾティルヘのインタビュー。
（７）ここに引用した新「チョロ・シリロ」ことウバルド・ワマンの発言や個人的情
報は，筆者とのインタビュー資料と，ワマンの選挙キャンペーン中の演説を筆者
が録音したものを参考とした。
（８）「イスラエリタ」に関しては，ＪｕａｎＭ､ＯｓｓｉｏＡＬＱＭＵＳわれﾉＳｍｅＪｉｍａｅＪｊＷｃＤｏ
Ｈｚａ０Ｕ>ljDB瘤α”sⅢＣＯ”Cs趣｡"sOciaJ参照。
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